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８
・
５　

東
海
道
線
大
船
駅
構

内
で
列
車
が
電
化
柱
衝
突
事
故

８
・
６　

広
島
原
爆
の
日
、
松

井
市
長
は
「
核
抑
止
は
破
綻
、

脱
却
を
促
す
べ
き
」
と
言
明

８
・
８　

米
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ

島
で
山
火
事
、
死
者
１
１
５
人
、

１
３
０
０
人
以
上
が
行
方
不
明

８
・
９　

長
崎
原
爆
の
日
、
鈴

木
市
長
も
「
核
抑
止
依
存
か
ら

脱
却
の
勇
気
を
」
と
訴
え

８
・
12　

日
航
機
墜
落
事
故
か

ら
38
年
、
空
の
安
全
を
誓
う

８
・
18　

厚
労
省
は
最
低
賃
金

が
24
県
で
目
安
額
超
え
全
国
平

均
で
時
給
１
０
０
４
円
と
発
表

▽
日
米
韓
首
脳
会
談
で
キ
ャ
ン

プ
デ
ー
ビ
ッ
ド
合
意
、
三
ヵ
国

に
よ
る
軍
事
一
体
の
連
携
深
化

８
・
20　

岸
田
首
相
が
福
島
第

一
原
発
を
視
察
▽
翌
21
日
、
岸

田
首
相
は
全
漁
連
会
長
と
面
会
、

原
発
事
故
汚
染
処
理
水
の
海
洋

放
出
へ
の
理
解
を
求
め
る
が
全

漁
連
会
長
「
反
対
は
変
わ
ら
ず
」

８
・
22　

政
府
は
関
係
閣
僚
会

議
で
24
日
に
放
出
開
始
を
決
定

８
・
24　

東
電
が
原
発
処
理
水

の
海
洋
放
出
開
始
▽
中
国
は
日

本
産
の
水
産
物
輸
入
全
面
停
止

８
・
31　

そ
ご
う
・
西
武
労
組

が
売
却
に
反
対
し
て
ス
ト
決
行

月
間

　

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
12

年
半
が
経
過
し
た
。

被
災
地
域
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
復
旧
・
復
興

の
取
り
組
み
が
依
然

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
▼
一
方
、

岸
田
政
権
は
、
福
島
第
一
原
発
事

故
以
来
「
原
発
の
依
存
度
を
低
減
」

と
す
る
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
転
換

し
、
原
発
積
極
推
進
に
大
き
く
舵

を
切
っ
た
▼
さ
ら
に
、
ト
リ
チ
ウ

ム
な
ど
放
射
性
物
質
を
含
む
百
万

ト
ン
以
上
の
処
理
済
み
の
汚
染
水

を
、
福
島
県
沖
の
海
洋
上
に
放
出

す
る
こ
と
を
強
引
に
決
定
し
、
８

月
24
日
か
ら
海
水
で
希
釈
し
な
が

ら
、
約
17
日
間
か
け
て
放
出
し
た

▼
東
京
電
力
は
、
処
理
水
を
約
30

年
程
度
に
わ
た
り
断
続
的
に
放
出

す
る
計
画
を
示
し
、
岸
田
首
相
は

「
た
と
え
今
後
数
十
年
の
長
期
に
わ

た
ろ
う
と
も
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の

処
分
が
完
了
す
る
ま
で
、
政
府
と

し
て
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」
と
宣
言
し
て
い
る

▼
そ
も
そ
も
、
ア
ル
プ
ス
処
理
水

は
、
溶
け
落
ち
た
デ
ブ
リ
に
接
し

た
水
で
あ
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
だ
け

で
な
く
、
セ
シ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
通
常
運

転
の
原
発
で
出
て
く
る
い
わ
ゆ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
水
で
は
な
い
。
ま
た
、

核
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
が
完

了
し
な
い
限
り
、
常
に
新
た
な
汚

染
水
が
発
生
し
、
処
理
水
も
発
生

す
る
こ
と
と
な
り
、
現
時
点
で
最

終
的
に
な
く
な
っ
て
ゼ
ロ
に
な
る

か
は
不
明
で
あ
る
▼
今
年
も
「
国

労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会
」

が
取
り
組
ま
れ
る
。
東
電
福
島
第

一
原
発
事
故
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

ず
、
原
発
再
稼
働
阻
止
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
と

脱
原
発
社
会
の
実
現
に
向
け
、
そ

の
認
識
を
共
有
化
さ
せ
、
次
世
代

に
し
っ
か
り
引
き
継
ご
う
。（
木
）

　

再
生
エ
ネ
１
０
０
％
の
公
正
な
社
会
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ
イ
」、
気
候
危
機

対
策
を
求
め
る
国
際
的
運
動
の「
Ｆ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ　

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」と
、

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
共
催
に
よ
る
、
再
生
エ
ネ
１
０
０
％
と
公
正
な

社
会
を
目
指
し
て
「
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ
イ
Ｎ
Ｏ 

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
＆
Ｎ
Ｏ 

Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｌ 

９
・
18
集
会
＆

パ
レ
ー
ド
」
が
東
京
都
の
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
、
８
０
０
０
人
の
労
働
者
・
市
民
が
参
加
し
た
。

世
界
の
仲
間
と
共
に
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

　

日
本
列
島
各
地
が
連
日
猛
暑
と

気
象
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
７
月
だ

け
で
九
州
各
地
、
名
古
屋
、
秋
田

で
記
録
的
大
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

影
響
に
よ
り
、
５
０
０
軒
以
上
が

浸
水
被
害
に
遭
い
、
多
く
の
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
世
界
で
は
７
月
の
世
界
平

均
気
温
が
観
測
史
上
最
も
高
い
数

値
を
記
録
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖

化
と
環
境
破
壊
が
想
像
を
絶
す
る

速
さ
で
進
行
し
て
い
る
。

　

一
方
、
気
候
変
動
に
関
連
し
て

２
１
０
０
年
ま
で
に
途
上
国
を
中

心
に
累
計
４
０
０
０
万
人
が
死
亡

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
悲
観
的
な

予
測
が
国
連
開
発
計
画
か
ら
報
告

さ
れ
て
お
り
、
地
球
上
の
人
々
の

生
活
と
命
を
ど
う
守
る
か
、
世
界

的
規
模
で
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
」
と
「
さ
よ
う
な
ら
原

発
１
０
０
０
万
人
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
」
は
、
毎
年
９
月
に
「
さ
よ
う

な
ら
戦
争 

さ
よ
う
な
ら
原
発
大

集
会
」
を
開
催
し
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

気
候
変
動
運
動
や
脱

原
発
運
動
、
差
別
や

人
権
問
題
は
、
共
通

す
る
課
題
も
多
く
あ

り
な
が
ら
、
年
齢
層

や
関
心
層
も
異
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
全
体
に
響
く
横

断
的
な
運
動
の
拡
が

り
を
つ
く
り
き
れ
て

い
な
い
現
状
に
あ
っ

た
。

　

未
来
に
向
か
っ

て
、
弱
者
へ
の
し
わ

寄
せ
が
な
い
真
に
公

正
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
今

ま
さ
に
社
会
構
造
そ
の
も
の
の
変

革
を
求
め
る
幅
広
い
運
動
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
さ
よ
う

な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
社
会

問
題
に
取
り
組
む
様
々
な
団
体
や

若
者
が
横
断
的
に
協
力
し
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
と
公
正
な

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ

ン
『
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ
イ
』
が
行
動

提
起
さ
れ
、
９
月
18
日
に
東
京
都

の
代
々
木
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
＆
パ

レ
ー
ド
が
取
り
組
ま
れ
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
全
体
司
会

を
山
本
大
貴
さ
ん
と
鈴
木
ち
ひ
ろ

さ
ん
が
務
め
、
11
時
10
分
か
ら

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

　

「
新
月
灯
花
」
の
音
楽
ラ
イ
ブ

の
あ
と
、
テ
ー
マ
ト
ー
ク
１
「
原

発
問
題
・
気
候
危
機
と
ど
う
向
き

合
う
か
」
を
ジ
ョ
ー
横
溝
さ
ん
の

司
会
で
、
は
ち
い
ち
農
園
の
衣
川

木
綿
・
晃
さ
ん
、
福
島
原
発
告
訴

団
の
武
藤
類
子
団
長
、
た
ま
エ
ン

パ
ワ
ー
・
さ
が
み
こ
フ
ァ
ー
ム
の

山
川
勇
一
郎
さ
ん
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｅ

ｃ
ｔ　

Ｏ
ｕ
ｔ　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
ｓ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
小
松
吾

郎
さ
ん
が
発
言
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ジ
ョ
ー
横
溝
さ
ん

の
司
会
で
、
テ
ー
マ
ト
ー
ク
２

「『
市
民
が
声
を
あ
げ
る
』
と
い
う

こ
と
」
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
連
合
会

の
神
谷
悠
一
理
事
、
仮
放
免
高
校

生
奨
学
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
加

藤
美
和
さ
ん
、
武
蔵
野
市
議
会
の

さ
こ
う
も
み
議
員
、
ワ
タ
シ
の
ミ

ラ
イ
の
吉
田
明
子
さ
ん
が
発
言

し
た
。

　

岸
田
政
権
は
、
日
米
韓
首
脳
会

談
で
対
米
従
属
の
姿
勢
を
よ
り
一

層
強
め
る
一
方
、
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
」
の
海
洋
放
出
を
「
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
」
と
の
一
点

張
り
で
強
行
し
、
こ
れ
に
激
し
く

反
発
し
た
中
国
政
府
が
日
本
か
ら

の
水
産
物
の
全
面
輸
入
停
止
措
置

を
取
り
、
中
国
国
内
で
は
攻
撃
的

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
へ
の
投

稿
、
さ
ら
に
は
食
塩
の
買
い
だ
め

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
軋
轢
や
風
評
被

害
を
招
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
日
本
国
内
で
は
「
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
を
め
ぐ
っ
て
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
情
報
デ
ー
タ
の

ト
ラ
ブ
ル
が
次
か
ら
次
へ
と
明
る

み
に
な
り
、
政
府
が
拙
速
に
進
め

る
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
と
外
部
に
委

託
し
た
ず
さ
ん
な
シ
ス
テ
ム
管
理

に
不
安
や
怒
り
の
声
が
続
出
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
と
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

岸
田
政
権
が
進
め
る
強
権
的
な
暴

走
政
治
を
許
さ
ず
、
憲
法
と
民
主

主
義
を
守
る
た
め
、
共
催
で
「
軍

拡
増
税
反
対
！
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
強

制
反
対
！
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル

配
備
反
対
！
改
憲
発
議
反
対
！
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
れ
！
９
・
19

国
会
議
員
会
館
前
行
動
」
を
、
安

保
法
制
（
戦
争
法
）
の
強
行
採
決

か
ら
８
年
と
な
っ
た
９
月
19
日

に
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
を
中

心
に
開
催
し
、
労
働
者
・
市
民

１
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
菱

「ワタシのミライ」メインステージ

　

「
自
然
界
ラ
ッ
パ
ー
Ｏ
Ｇ
Ｍ
」

の
音
楽
ラ
イ
ブ
を
挟
み
、
テ
ー
マ

ト
ー
ク
３
「
脱
原
発
・
気
候
変
動

運
動
の
こ
れ
か
ら
」
を
山
本
大
貴

さ
ん
と
鈴
木
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
司
会

で
、
さ
よ
う
な
ら
原
発
の
鎌
田
慧

さ
ん
、
元
京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
の
小
出
裕
章
さ
ん
、
Ｆ
ｒ
ｉ
ｄ

ａ
ｙ
ｓ　

Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ

ｅ　

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
の
川
崎
彩
子
さ

ん
が
発
言
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ト
ー
ク
「『
ワ

タ
シ
に
と
っ
て
の
ミ
ラ
イ
』
＆
パ

レ
ー
ド
決
起
集
会
」
で
は
、
Ｆ
ｒ

ｉ
ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｆ
ｕ
ｔ

ｕ
ｒ
ｅ　

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
の
増
谷
い

つ
き
さ
ん
と
二
本
木
葦
智
さ
ん
、

Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
代
表
の
ｅ
ｒ
ｉ
さ
ん
、

さ
よ
う
な
ら
原
発
の
藤
本
泰
成
が

発
言
し
パ
レ
ー
ド
へ
と
移
っ
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
他
に
、
ミ

ニ
ス
テ
ー
ジ
も
２
箇
所
設
け
ら

れ
、「
原
発
依
存
へ
舵
を
切
る
政

策
を
切
る
」「
福
島
事
故
を
め
ぐ

る
課
題
に
関
す
る
問
題
提
起
」「
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
問

題
」
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
渋
谷
コ
ー
ス
と

原
宿
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
国
労
は
代
々
木
公
園
か
ら
原

宿
駅
・
表
参
道
を
通
り
、
外
苑
前

で
解
散
す
る
原
宿
コ
ー
ス
に
参
加

し
、
沿
道
の
人
々
に
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
で
暮
ら
せ
る
社

会
、
公
正
な
社
会
の
実
現
を
訴
え

た
。

山
南
帆
子
さ
ん
は
、「
８
年
前
の

強
行
採
決
か
ら
、
ど
ん
な
状
況
で

も
毎
月
19
日
に
は
集
ま
っ
て
声
を

あ
げ
て
き
た
。
こ
れ
が
憲
法
を
変

え
さ
せ
な
か
っ
た
大
き
な
力
に

な
っ
て
き
た
」
と
行
動
の
意
義
を

訴
え
た
。

　

政
党
か
ら
は
、
立
憲
民
主
党
、

日
本
共
産
党
、
社
会
民
主
党
の
国

会
議
員
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
、
参

院
会
派
「
沖
縄
の
風
」
か
ら
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

連
帯
挨
拶
で
は
、
安
保
法
制
違

憲
訴
訟
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
杉

浦
ひ
と
み
事
務
局
長
が
、「
欧
米

中
心
の
世
界
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

中
で
、
米
国
し
か
見
て
い
な
い

政
治
に
日
本
の
進
路
は
任
せ
ら
れ

な
い
。
憲
法
と
平
和
を
守
る
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
訴
え
て
い
こ

う
」
と
述
べ
、
安
保
法
制
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市

民
連
合
の
福
山
真
劫
さ
ん
は
、「
自

公
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
は
共

闘
し
か
な
い
」
と
訴
え
た
。

  

憲
法
と
民
主
主
義
を
蔑
ろ
に
す
る

岸
田
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
も
う

国労本部HP QRコード

デ
モ
行
進
す
る
国
労
の
参
加
者

約
50
の
ブ
ー
ス
で
賑
わ
う
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青
年
部
中
央

常
任
委
員
を
務

め
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
松
吉
祐

典
（
マ
ツ
ヨ
シ　

ユ
ウ
ス
ケ
）
と

申
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
10
月
に
Ｊ
Ｒ
貨
物

に
中
途
採
用
で
入
社
し
ま
し
た
。

　

国
労
へ
は
、
同
年
12
月
に
加
入
し

ま
し
た
。
年
齢
は
34
歳
で
、
青
年
部

も
あ
と
１
年
で
終
わ
り
で
す
。
仕
事

と
組
合
活
動
の
合
間
（
？
）
に
推
し

事
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。
推
し
事

の
内
容
に
つ
い
て
気
に
な
る
方
は
、

お
時
間
の
あ
る
時
に
直
接
聞
き
に
来

て
下
さ
い
。

　

所
属
分
会
は
、
関
東
保
全
技
術

セ
ン
タ
ー
分
会
で
す
。
分
会
に
は

７
名
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
内
６

名
は
シ
ニ
ア
社
員
で
す
が
、
み
ん

な
助
け
合
い
な
が
ら
和
気
藹
々
と

や
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
職
場
は
、
隅
田
川
駅
構

内
に
あ
る
東
日
本
工
事
管
理
事
務

所
で
、
機
械
担
当
と
し
て
Ｊ
Ｒ
貨

物
関
東
支
社
管
内
の
機
械
設
備
の

管
理
と
工
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

関
東
支
社
は
エ
リ
ア
が
広
く
、

関
東
甲
信
越
の
１
都
９
県
に
点
在

し
て
い
る
貨
物
職
場
の
設
備
を
管

理
し
て
お
り
ま
す
。
（
勿
論
私
１

人
で
は
な
く
、
も
う
１
人
の
社
員

と
２
人
で
や
っ
て
お
り
ま
す
）

　

本
年
の
６
月
で
、
貨
物
会
社
発
足

当
初
か
ら
機
械
担
当
を
担
っ
て
こ
ら

れ
、
組
合
活
動
に
も
ご
尽
力
頂
い
た

先
輩
社
員
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
業

務
的
に
も
組
合
活
動
的
に
も
、
ま
だ

ま
だ
学
び
た
い
事
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
つ
つ
、
業
務
的
に
は
も
う

１
人
の
担
当
者
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
組
合
活
動
は
分
会
内
で
議
論
し

な
が
ら
、
他
の
分
会
の
活
動
に
学
び

な
が
ら
運
動
を
前
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

青
年
部
中
常
と
し
て
は
、
国
鉄

採
用
の
先
輩
方
が
退
職
さ
れ
、
組

合
員
数
が
減
っ
て
い
く
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
繋
が
り
を
積
極
的
に

作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類
移
行

に
伴
い
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
色
々
と
交
流
が
出
来
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
交
流
を
し
て
い
く
中
で
、

１
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
す

き
っ
か
け
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
労
内
に
限
ら
ず
共
闘

関
係
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

し
交
流
を
深
め
、
運
動
を
前
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
国
鉄
採
用
の
先

輩
方
が
、
次
々
に
卒
業
さ
れ
人
が

少
な
く
な
っ
て
行
き
ま
す
が
、
今

い
る
仲
間
を
大
切
に
、
元
気
に
前

向
き
に
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

青年部

紹 介

 

今
い
る
仲
間
を
大
切
に
、

 

元
気
に
前
向
き
に
運
動
を
進
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
部
青
年
部
常
任
委
員
　
松
吉 

祐
典

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
と
そ
の
後
の
津
波
に
よ

り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
が
崩
壊
し
、
放
射
能
を
出

し
続
け
、
放
射
能
汚
染
水
は
現
在

発
電
所
内
に
タ
ン
ク
約
１
０
０
０

基
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
関

し
て
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

は
毎
年
海
洋
放
出
反
対
の
決
議
を
あ

げ
て
き
た
。
２
０
１
５
年
８
月
、
政

府
・
東
京
電
力
は
、「
関
係
者
の
理

解
な
し
に
は
い
か
な
る
処
分
も
行
わ

な
い
」
と
、
福
島
県
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
へ
文
書
で
約
束
を
し
て
い

る
。
こ
の
約
束
は
、
地
下
水
ド
レ

ン
・
サ
ブ
ド
レ
ン
か
ら
の
海
洋
放
出

を
行
う
こ
と
が
、
廃
炉
を
進
め
る
う

え
で
必
要
と
す
る
政
府
・
東
京
電
力

の
主
張
に
対
し
、
漁
業
関
係
者
が
苦

渋
の
選
択
と
し
て
、
地
下
水
の
海
洋

放
出
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。も
し
、

そ
こ
に
放
射
能
汚
染
水
が
混
じ
っ

た
場
合
は
、
海
洋
放
出
を
せ
ず
タ

ン
ク
に
保
管
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
こ
の
約
束
を
文
書
で
取
り
交

わ
し
た
。

　

し
か
し
、
政
府
は
こ
の
「
文
書

約
束
」
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

２
０
２
１
年
４
月
13
日
に
「
汚
染

水
の
海
洋
放
出
」
を
閣
議
決
定
し

た
。
そ
し
て
同
年
８
月
に
海
洋
放

出
の
た
め
の
工
事
を
開
始
し
、
本

年
６
月
26
日
に
工
事
は
完
了
し
た
。

　

７
月
４
日
、
国
際
原
子
力
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
グ
ロ
ッ
シ
事
務

局
長
は
、「
海
洋
放
出
の
方
針
を

推
奨
す
る
も
の
で
も
支
持
す
る
も

の
で
も
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
放

射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
計
画
に

つ
い
て
、「
計
画
は
国
際
的
な
安

全
基
準
に
合
致
す
る
」「
人
体
や

環
境
へ
の
影
響
は
無
視
で
き
る
」

と
し
た
報
告
書
を
岸
田
首
相
に
手

交
し
た
。
政
府
は
そ
の
報
告
書
を

も
っ
て
、「
科
学
的
な
安
全
は
立

証
で
き
た
」
と
し
て
い
る
。
福
島

第
一
原
発
事
故
で
生
じ
た
放
射
能

汚
染
水
が
、
他
の
原
発
で
生
じ
た

処
理
水
と
は
異
な
る
未
知
の
部
分

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
が
言
う

よ
う
に
「
希
釈
し
て
放
出
す
る
」

こ
と
が
「
科
学
的
に
安
全
」
と
言

い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

　

韓
国
や
中
国
を
は
じ
め
、
太
平

洋
諸
国
か
ら
も
反
対
や
重
大
な
懸

念
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
国
際
社
会
に
お
け
る
理
解
が

得
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
国
内

で
も
、
共
同
通
信
社
が
８
月
19
・

20
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
に
お

い
て
、
海
洋
放
出
を
め
ぐ
る
政
府

の
説
明
が
「
不
十
分
だ
」
は
82
％
、

「
十
分
だ
」は
15
％
と
な
っ
て
い
る
。

説
明
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
な
の
は
明
ら
か
だ
。 

　

８
月
21
日
に
岸
田
首
相
と
面
談

海
洋
放
出
に
反
対
す
る

　

岸
田
政
権
は
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
、
多
く
の
反
対
、

疑
念
の
声
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
８
月
22
日
に
関
係
閣
僚
会

議
で
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
海
洋
放
出
を
８
月
24
日
か
ら
行

う
こ
と
を
決
定
し
、
海
洋
放
出
を
開
始
し
た
。

投 稿

ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨
て
に
反
対
し
芸
備
線
を
守
ろ
う

　

岡
山
地
方
本
部
は
、
８
月
19
日
、「
ロ
ー
カ
ル
線
切

り
捨
て
反
対
！　

芸
備
線
を
守
ろ
う
！
」
岡
山
地
方
本

部
街
宣
行
動
を
新
見
市
で
行
い
、
組
合
員
・
地
域
の
仲

間
20
名
が
参
加
し
た
。

し
た
全
漁
連
の
坂
本
会
長
も
「
海

洋
放
出
反
対
」
を
明
言
し
て
い

る
。
ま
た
、
福
島
県
内
７
割
の
議

会
が
「
海
洋
放
出
反
対
」
な
ど
の

決
議
を
挙
げ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
情
勢
の
な
か
、
８
月
22
日
、

岸
田
政
権
は
関
係
閣
僚
会
議
で
「
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
海
洋
放
出
を

８
月
24
日
か
ら
行
う
こ
と
を
決
定

し
、
海
洋
放
出
を
開
始
し
た
。

　

多
核
種
除
去
装
置
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）

で
62
の
放
射
性
物
質
を
処
理
し
て

も
、
全
て
が
取
り
除
け
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
と
呼
称
を
変
え
て
も
放
射
能

汚
染
水
で
あ
る
。

　

政
府
や
東
京
電
力
は
「
わ
ず
か
な

量
で
あ
り
、
海
水
で
１
０
０
倍
に
薄

め
て
放
出
す
る
の
だ
か
ら
人
体
に
影

響
は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、

単
純
に
考
え
て
、
薄
め
て
も
絶
対
量

は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
も
、
核
物
質

は
「
生
体
濃
縮
」
や
「
食
物
連
鎖
」

を
起
こ
し
、「
少
な
い
量
だ
か
ら
大

丈
夫
」
と
は
言
え
な
い
。

　

政
府
が
「
科
学
的
で
あ
る
」
と

す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
に
照
ら

し
た
審
査
は
、
あ
く
ま
で
日
本
の

海
洋
放
出
決
定
を
前
提
に
、
政
府
・

東
京
電
力
が
提
出
し
た
資
料
に
基

づ
き
、
海
洋
放
出
決
定
を
追
認
し

た
も
の
で
あ
り
、
審
査
で
は
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
が
長
期
間
有
用
に
機
能
す
る

か
な
ど
は
評
価
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
海
の
生
態
系
や
漁
業
へ
の
長

期
に
わ
た
る
影
響
を
評
価
し
て
い

な
い
等
の
問
題
点
が
あ
る
。 

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ

て
、
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
多
く
の
市
民
が
、
い
ま
だ
元
の

生
活
に
戻
る
こ
と
も
叶
わ
な
い
現

状
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
負
担
を

強
い
る
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放

出
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出

か
ら
１
ヶ
月
が
経
過
し
た
９
月

24
日
に
は
、
さ
よ
う
な
ら
原
発

１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会
の
呼
び
か
け
で
、「
９
・

24
放
射
能
汚
染
水
を
止
め
ろ
！
銀

座
デ
モ
」
が
取
り
組
ま
れ
た
。

　

政
府
と
東
京
電
力
は
、
廃
炉
に
向

け
た
着
実
な
行
程
を
示
し
、
そ
の
行

程
へ
の
信
頼
醸
成
に
つ
な
が
る
透
明

性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋

放
出
を
、
今
後
２
０
５
１
年
ま
で

続
け
る
こ
と
な
ど
決
し
て
許
さ
れ
な

い
。
私
た
ち
は
、
海
洋
放
出
の
即
時

停
止
を
強
く
求
め
、
廃
炉
に
向
け
た

着
実
な
行
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
を
共
闘
の
仲
間
と
共
に
政
府
と

東
京
電
力
に
求
め
て
い
く
。 

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の

 

地
元
と
の
約
束
を
無
視
し
た
海
洋
放
出
を
開
始

 

国
民
に
犠
牲
を
強
い
る
海
洋
放
出
は
許
せ
な
い

　

新
見
市
街
地
と
備
中
神
代
・
矢

神
駅
周
辺
に
て
チ
ラ
シ
配
布
行
動

と
街
宣
活
動
を
行
い
、
最
後
に
新

見
駅
前
で
マ
イ
ク
宣
伝
を
行
っ
た
。

　

新
見
駅
前
で
の
宣
伝
行
動
は
青

山
地
本
書
記
長
の
司
会
で
進
行
さ

れ
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
橋
本
亨
子
新
見

市
市
会
議
員
は
、「
芸
備
線
・
姫
新
線
・

因
美
線
を
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ロ
ー
カ
ル
線
沿
線
自
治
体
の
議
員

連
盟
を
発
足
し
、
存
続
さ
せ
よ
う

と
話
し
合
い
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
国
鉄
『
分
割
・
民
営
化
』

の
時
に
国
は
住
民
の
足
を
残
し
て

い
く
と
約
束
し
た
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
採
算
の
見
通
し
の
な
い
ロ
ー

カ
ル
線
を
切
り
捨
て
よ
う
と
す
る

酷
い
や
り
方
を
許
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
移

動
手
段
、
公
共
交
通
を
残
し
て
い

く
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

天
野
地
本
委
員
長
は
、「
Ｊ
Ｒ
西

日
本
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
利
用
者
減

に
よ
る
経
営
悪
化
を
前
面
に
出
し

な
が
ら
、
利
用
者
や
交
通
弱
者
を
無

視
し
た
駅
の
無
人
化
な
ど
の
コ
ス

ト
削
減
を
旗
印
に
儲
け
最
優
先
の

姿
勢
を
強
め
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の

廃
止
を
も
視
野
に
入
れ
た
方
向
で

す
。
今
年
４
月
に
『
改
正
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
法
』
が
国
会
で
成

立
し
ま
し
た
。
国
交
省
は
、
地
域
の

了
解
な
し
に
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
示

し
て
い
る
も
の
の
、
国
主
体
に
よ
る

廃
止
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

交
通
学
の
専
門
家
な
ど
は
、
経
営
悪

化
を
契
機
と
し
た
ロ
ー
カ
ル
線
見

直
し
の
動
き
に
対
し
て
、
安
易
に
バ

ス
転
換
な
ど
を
図
ろ
う
と
す
る
動

き
を
批
判
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
３
月
期
決
算
で
は
８
８
５
億

円
の
黒
字
を
出
し
、
内
部
留
保
は

６
２
０
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
を
見
れ
ば
ロ
ー
カ
ル
線

の
運
行
が
会
社
の
存
続
に
影
響
を

与
え
る
ほ
ど
の
深
刻
な
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
は
国
鉄
か
ら
引

き
継
い
だ
国
民
の
財
産
で
あ
り
、
公

共
交
通
の
大
き
な
使
命
を
担
っ
て

い
ま
す
。
赤
字
だ
か
ら
と
言
っ
て
簡

単
に
切
り
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
訴
え
た
。

　

私
た
ち
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

芸
備
線
な
ど
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反

対
の
声
を
粘
り
強
く
上
げ
て
行
く

こ
と
を
確
認
し
て
宣
伝
行
動
を
終

了
し
た
。

街宣行動に参加した組合員と支援の仲間


